
●
と
き

５
月

日
昌
よ
り

１５

●
里
町
地
区

増
設
・
変
更

●
高
棚
地
区

増
設

●
料
金

１
乗
車

円（
未
就
学

１００

児
は
無
料
）

昨
年

月
か
ら
、
公
共
交
通
が

１１

利
用
し
に
く
い
地
域
の
う
ち
３
地

区（
里
町
地
区
、
高
棚
・
箕
輪
町

地
区
、
小
川
町
地
区
）で
あ
ん
く

る
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
を
し
て

い
ま
す
。

あ
ん
く
る
バ
ス
へ
の
連
絡
・
利

便
性
向
上
の
た
め
、
下
記
地
区
の

停
留
所
を
増
設
・
変
更
し
ま
し
た
。

●
申
し
込
み

５
月

日
昇
ま
で

２１

革
参
加
店
舗（
各
営
業
時
間
）、ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ（
松
掌
を

除
く
午
前

時
～
午
後
４
時
）へ

１０

日
昌
革
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

２２ザ（
午
前

時
～
午
後
４
時
）へ

１０

日
昭（
当
日
券
）革
大
垣
共
立
銀

２３行
前
販
売
所（
午
前

時
～
午
後

１１

時
）へ

１０●
そ
の
他

詳
細
は
、
安
城
ま
ち

な
か
情
報
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（「
安

城
ご
ち
天
。」で
検
索
）に
掲
載
し

て
い
ま
す
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市
役
所
代
表
☎〈
76
〉1
1
1
1
／
Ｆ
Ａ
Ｘ〈
76
〉1
1
1
2

■問
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈

〉２
２
４
３
）

７１

■問
▼
資
産
税
課

（
緯〈

〉２
２
１
５
）

７１

■問
▼
防
災
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

ち
天
。（
安
城
ご
ち
そ
う
天
国
）

ごま
ち
の
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
や
お

店
の
発
見
が
で
き
ま
す
。
お
店
を

「
は
し
ご
」し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
と
き

５
月

日
昭
午
前

時

２３

１１

～
午
後

時（
店
舗
ご
と
に
異
な

１１

り
ま
す
）

●
と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
安
城
駅
・
Ｊ
Ｒ

三
河
安
城
駅
・
名
鉄
南
安
城
駅
周

辺
の

店
舗
以
上（
予
定
）

３０

●
内
容

専
用
チ
ケ
ッ
ト
で
、
参

加
各
店
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
ま
す

●
費
用

前
売
り
券
革
３
０
０
０

円

当
日
券
革
３
５
０
０
円（
い

ず
れ
も

円
券
５
枚
）

７００

●
そ
の
他

各
エ
リ
ア
を
結
ぶ
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

却
資
産
の
減
税
を
実
施

償市
内

の
消
防

３０

分
団
が
、
消
火
技

術
を
競
い
合
い
ま

す
。

●
と
き

６
月
２

日
掌
午
前
７
時
３０

分
～
正
午

●
と
こ
ろ

安
城

消
防
署

※
駐
車
は
、
安
城
市
役
所
西
駐
車

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
な
ど
が
新
た
に
取
得

す
る
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
取
得

後
２
年
度
間
、
償
却
資
産
の
固
定

資
産
税
を

％
減
税
し
ま
す
。

９５

●
対
象

市
内
に
事
業
所
な
ど
が

あ
り
、
資
本
金
・
出
資
の
総
額
が

３
億
円
以
下
で
、
市
税
の
滞
納
が

な
い
法
人
ま
た
は
個
人

●
減
税
対
象
の
設
備
投
資

償
却

資
産
の
う
ち「
機
械
お
よ
び
装
置
」

「
工
具
、
器
具
お
よ
び
備
品
」で
、

昨
年
１
月
２
日
～
来
年
１
月
１
日

抄
に
取
得
し
た
も
の

●
注
意
事
項

右
記
以
降
の
取
得

分
に
減
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん

●
申
し
込
み

平
成

年
度
の
減

２６

税
を
受
け
る
に
は
、
来
年
１
月
３１

日
晶
ま
で
に
、
平
成

年
度
の
償

２６

却
資
産
申
告
書
と
申
請
書
類
を
持

っ
て
資
産
税
課
へ

※
申
告
書
な
ど
は
同
課
・
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

※
取
得
後
２
年
度
目
の
減
税
を
受

け
る
場
合
で
も
、
１
年
度
目
と

同
様
に
申
請
が
必
要
で
す
。

チチケットを購入しチケットを購入しててお店をお店を
「はしご「はしご」」してくださしてくださいいこのマグネットがあんくこのマグネットがあんくるる

タクシーに貼ってありまタクシーに貼ってありますす

防
団
消
防
操
法
競
練
会

消

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

ん
く
る
タ
ク
シ
ー（
予
約
式
乗
合
タ
ク
シ
ー
）の

停
留
所
の
増
設
お
よ
び
運
行
本
数
を
増
便

あ
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情
報
ワ
イ
ド

南吉とわたし❸

女
優

石
川
恵
深
さ
ん

え

み

◆
恋
に
落
ち
ま
し
た

５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
朗
読
会

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
６
月
、
昭
林
公
民

館
に
て
、
新
美
南
吉
の
朗
読
会

を
開
催
し
た
ん
で
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
南
吉
さ
ん

の
伝
記
を
手
に
取
り
ま
し
た
。

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
作
品
だ

け
で
な
く
、
彼
自
身
の
魅
力
に

も
惹
か
れ
ま
し
た
。
心
優
し
く

ひ
て
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
し
、
教
師

と
し
て
女
学
生
一
人
一
人
に
熱

心
に
向
き
合
う
面
も
あ
り
ま
す
。

写
真
を
見
れ
ば
、
当
時
と
し
て

は
粋
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
ハ
ン

サ
ム
。
気
付
い
た
ら
恋
に
落
ち

て
い
ま
し
た（
笑
）。

◆
作
品
を
浸
透
さ
せ
る

朗
読
会
で
扱
う
作
品
は
、
何

度
も
声
に
出
し
て
読
み
、
作
品

の
世
界
に
入
り
込
み
ま
す
。
す

る
と
作
品
の
場
面
・
心
情
や
作

者
の
気
持
ち
が
浸
透
し
て
き
て
、

物
語
が
自
然
と
声
や
動
き
に
な

っ
て
出
て
く
る
ん
で
す
。

私
の
朗
読
を
聞
い
て
、
お
客

さ
ん
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
や
っ
ぱ
り
南
吉
さ

ん
の
作
品
は
素
晴
ら
し
い
な
と

感
じ
ま
す
。

◆
南
吉
さ
ん
を
身
近
に

以
前
、「
貝
殻
」と
い
う
詩
の

朗
読
を
し
た
と
き
、
会
場
の
人

た
ち
と「
貝
笛
」を
吹
い
て
歌
を

歌
い
ま
し
た
。
あ
る
時
は
、
南

吉
と
私
が
同
じ
う
し
年
な
の
を

紹
介
し
な
が
ら
、「
う
し
年
の
人

は
い
ま
す
か
」と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
朗
読
会
で
は
作
品
や
南

吉
さ
ん
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

い
、
お
客
さ
ん
と
気
持
ち
が
共

有
で
き
た
ら
幸
せ
で
す
。

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
惹
か
れ
る

南
吉
さ
ん
。
朗
読
を
通
じ
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
、
南
吉
さ
ん
の

良
さ
を
伝
え
た
い
で
す
。













■
祝
！
新
美
南
吉

歳
！
朗
読

１００

パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
３

南
吉
生
誕
百
年
を
祝
い
、
朗

読
の
ほ
か
、
南
吉
が
親
し
ん
だ

童
謡
な
ど
も
披
露
し
ま
す
。

●
と
き

６
月
２
日
掌
午
後
２

時（
開
場
１
時

分
）

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
入
場
料

円（
中
学
生
以

５００

下
は
無
料
）

●
問
い
合
わ
せ

笑
み
の
会

（
緯

〈
３
６
１
９
〉５
１
９
４
）

０８０

■問
▼
商
工
課

（
緯〈

〉２
２
３
５
）

７１

奥山碧さんの作品

城
桜
ま
つ
り
写
生
大
会
・
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定

安

比嘉稔さんの作品

朗読会に必ず持参する人朗読会に必ず持参する人形形。名前は南。名前は南吉吉
の本名「正八」にちなんで「しょうちゃんの本名「正八」にちなんで「しょうちゃん」」

■
写
生
大
会

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

２４８
最
優
秀
賞
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

１
年

築
山
結
衣（
安
城
南
部
小
）

ゆ

い

２
年

鈴
木
咲
久
哉（
桜
井
小
）

さ

く

や

３
年

山
本
夏
妃（
錦
町
小
）

な
つ
き

４
年

岡
本
明
香（
三
河
安
城
小
）

は
る
か

５
年

脇
崎
愛
理（
里
町
小
）

あ
い
り

６
年

奥
山
碧（
今
池
小
）

あ
お
い

※
ほ
か
各
学
年
で
優
秀
賞
７
点
。

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

２９６
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

最
優
秀
賞

比
嘉
稔み

の
る「

桜
酔
い
」

は
な
よ

優
秀
賞

杉
山
祐
佳
、
天
野
一
宏
、

ゆ

か

か
ず
ひ
ろ

稲
垣
達
也
、
小
久
江
正
博
、
本
田

た
つ
や

こ

く

え
ま
さ
ひ
ろ

満み
つ
る※

ほ
か
入
選

点
、
佳
作

点
。

１０

１５

■
表
彰
式

●
と
き

５
月

日
掌
午
前

時

２６

１０

分
３０●

と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
賞
作
品
の
展
示

●
と
き

５
月

日
昇
～

日
掌

２１

２６

午
前
９
時
～
午
後
５
時（

日
は

２１

午
後
１
時
か
ら
、

日
は
午
前

２６

１１

時
ま
で
）

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー


